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臨床報告

〔東女医大誌 第56巻 第4号頁 353～357昭和61年4月〕

イレウス症状を呈した回腸迷入膵の1治験例

 東京女子医科大学 第2病院外科（部長：榊原 宣教授）

ナカジマ  ヒサモト  オオタニ  ヨウイチ  キクチ   トモミツ  カジワラ  テツロウ

中島 久元・大谷 洋一・菊池 友允・梶原 哲郎

（受付 昭和61年1，月29日）

         はじめに

 回腸の二二膵は，比較的まれな疾患である1）．今

回，イレウス症状を呈した回腸迷入膵の1例を経

験したので，若干の文献的考察を加えて報告する．

         症  例

 患者：28歳，女性，MM．，主婦．

 主訴：ロ区吐，下腹部痛．

 家族歴：父が胃癌で死亡．

 現病歴：昭和57年9月頃，下腹部痛があり，検

査をうけるが原因不明．昭和58年4月頃より嘔吐．

腹痛が頻回となり，体重減少が目立ってぎたため，

昭和58年7月15日精査を目的として当科へ入院と

なった．

 入院時現症：体格小，栄養不良．眼険結膜貧血

なし．血圧110／80mmHg，脈拍68／分，整．体温

36℃．胸部所見異常なし．腹部所見では，腹部膨

満なく，蠕動不穏も認めなかった．左下腹部に圧

痛を認めたが，腫瘤は触知せず，筋性防御，Blum－

berg徴候なく，腸i雑音も正常であった．

 入院時検査成績（表1）：便潜」血反応が陽性であ

る他に異常所見を認めなかった．

 腹部単純X線写真（写真1）：右下腹部に小腸ガ

スがみられるが，鏡面形成像は認められなかった．

 小腸造影像（写真2）：食道，胃，十二指腸に異

常所見はなく，小腸造影像でも狭窄，圧排，陰影

欠損などの所見は明らかではなかった．

 腹部超音波検査（写真3）：骨盤腔内の膀胱前方

に腫瘤像を認めた，内部には，hypoechoicな部と

表1 入院時検査成績

RBC   492×104／mm3  TP

WBC  76×102／mm3 A／G
Hb      12．7g／dl   GOT

Ht       40％     GPT

Na      137 mEq／L  LDH

K      3．7mEq／L  ALP

CI      100 mEq／L BUN

Amylase   102 S．U．   Creat．

CRP   （±）

便潜血反応：オルトトリジソ法（＋）

    グアヤック法  （十）
糞便寄生虫卵（一）

心電図：異常なし．

腎機能：異常なし．

肺機能：異常なし．

6．99／d1

1．37

52KU，
119KU，
2731．U．／L

6．3K．A．U．

17．1mg／d1

0．78 rng／dl

hyperechoicな部が混在していた．

 腹部CT検査（写真4）：仙骨前方に，境界明瞭

な腫瘤が認められた．この腫瘤は，体動により移

動し，ガストログラフィンを含んだ小腸と連続し

ていた．

 診断：以上の所見より，小腸または腸間膜由来

の腫瘍と診断した．

 手術所見：昭和58年8月5日，手術を行なった．

下腹部正中切開で開腹．回腸末端より60cm口側

の腸聞膜付着部対側に管内発育型の腫瘤を認め

た．漿膜面は内腔に引き臨まれ陥凹していた．腫

瘤の肛門側と口側の腸管径に差はみられなかっ

た．小腸腫瘍と診断し，腫瘤を含む回腸約20cmを

切除，端々吻合術を施行した．小腸悪性腫瘍の可

 msamoto NAKAJIMA， Yoichi OTANI， Tomomitsu KIIKUCm， Tetsuro KAJIWARA〔Department
of Surgery（Director；Prof Noburu SAKAKIBARA），Tokyo Women’s Medical College Daini Hospita1〕：

Acase of heterotopic pancreas in the ileum．
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写真1 腹部単純X線写真
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写真3 超音波像
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写真2 小腸造影像

能性もあり，同部に含まれる動静脈主分枝を上腸

間膜動脈分枝部の腸間膜とともに扇形た切除し，

リンパ節郭清を施行したが，腫張したリンパ節は

みられなかった．

 切除標本（写真5）：粘膜面に隆起した4．0×

3，0×3．Ocmの弾性硬の腫瘤を認めた．周囲との

境界は比較的明瞭で，腫瘤の中央部に浅い陥凹が

認められた．

 病理組織所見（写真6a， b）：回腸の粘膜下層から

海』，

数、4鱒

写真4 下腹部CT

写真5 切除標本

漿膜下層にかけて，異所性膵組織が存在している．

膵組織を被う粘膜には，UI IIの比較的新しい潰瘍

を形成している．潰瘍底はフィブリソと肉芽に被

われ，一部に膵組織が露出している．異所性膵組

織は，明らかな腺房と導管を有しているが，ラン
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写真6 a．ルーペ像

   b．組織所見
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ゲルハンス島はほとんど存在しない．しかし，一

部には，正常膵組織に比べて小さく不整形ではあ

るが，Grimelius陽性細胞やAldehyde Huchsin

染色陽性細胞を有するランゲルハンス島を認め

た．

 術後経過：良好で，術後17日目に退院した．

         考  察

 迷懸盤は，解剖学的に正常膵とは連続性を欠く

異所性膵組織で，膵発生の途上で膵組織が胎生の

まま他の成熟組織に購入して発生すると考えられ

ている2），その発生頻度は，全剖検総数の0。6～

5．6％3），手術例の0．8～2．4％4｝とされている，臓器

別発生頻度をみると，古味ら5）は，155例中，胃94

例，十二指腸14例，空腸33例，回腸8例，メッケ

ル憩室5例，その他1例としており，回腸の購入

膵は少ない．本邦1968年～1985年の回腸郷人膵の

報告は，自験例を含めて21例にすぎない（表
2）6ト24｝．

 病理組織学的分類としては，Heinrich25）の分類

が代表的で以下の3型に分け，1型：膵小葉，膵

管およびランゲルハンス島を有するもの，II型：

ランゲルハンス島を欠如するが，他の腺構造を有

するもの，m型：分泌細胞への分化はあるが，膵

の組織構造を欠くもの，としている．1968年から

1985年までの回腸迷三下の報告例を検討すると，

1型6例，II型4例， HI型4例，不明7例で，1

型が多く，自験例も1型であった．

 回腸迷入膵の大きさをみれぽ，本邦1968年から

1985年の報告では，大部分が，小指頭大から母指

頭大（1～2cm）の大きさであったのに対し，自験

例では，4．0×3．0×3．Ocmと比較的大きな腫瘤を

形成していた．

 迷入門による症状は，部位，大きさ，炎症の有

無，癌化等により左右されるが，一般には，疹痛

発作が多い．この四丁発作には，丁丁膵による腸

の攣縮が関与していると考えられている．その他

の症状として，イレウス症状，胸やけ，体重減少，

下痢，下血等が報告されている．自験例も，二二

発作，イレウス症状をくり返して来院している．

 回腸迷野竹は，それが先進部となり，腸重積を

合併する頻度が高く，本邦1968年置ら1985年の報

告では，20例中18例が，腸重積を合併して発見さ

れている．開腹時，腸重積の合併をみなかった症

例は，自験例を含めて3例にすぎない．他の2例

は，メッケル憩室内に発生したもので，1例は，

メッケル憩室の軸捻転により，1例は，メッケル

憩室と回腸壁の癒着によるイレウスにより発見さ

れたものである．これに対して，自験例では，迷

謬膵が4．0×3．0×3．Ocmの腫瘤を形成し，腫瘤そ

のものによる閉塞により，イレウス症状が現われ

たものと考えられる．

 下部小腸の迷入膵を術前に診断することは非常

に困難である．イレウス症状を呈することにより，

手術時に発見されるものがほとんどである．自験

例のごとく，腹部CT，腹部超音波検査で，小腸ま

たは腸間膜由来の腫瘍と診断されることは，きわ

めてまれと考えられる．
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表2 回腸迷入膵の本邦報告例（1968－1985）

報告者 年 齢 性 別 部 位 大きさ
Heinrich

@分類
合併症 報告年次

田 中ら6｝ 1歳9ヵ月 男 メッケル
e室

1．6×1．6cm 1型 腸重積 1968

中 村らの 1歳6ヵ月 男 メッケル
@憩室

小指頭大 II型 腸重積 1968

福 永 8｝ 1歳6ヵ月 女 回腸 栂指頭大 II型 腸重積 1969

江里口ら91 5歳 男 メッケル
@憩室

不明 1型 腸重積 1970

吉 富らゆ 47歳 男 回腸 不明 III型 腸重積 1970

円 谷ら1n 33歳 男 回腸 2．6×1．Ocm II型 腸重積 1970

宮 崎ら12》 4ヵ月 男 回腸 栂指頭大 III型 腸重積 1970

貝 原ら13｝ 53歳 女 回腸 不明 不明 腸重積 1971

真 鍋らM） 28歳 女 回腸 不明 不明 腸重積 1972

中川原らL5） 1歳2ヵ月 男 回腸 1．5x1．5cm 不明 腸重積 1973

4ヵ月 男 回腸 不明 不明 腸重積 1973

尾 崎ら樹 3ヵ月 男 回腸
1．7×1．2

~1．2cm
1型 腸重積 1977

寺 島ら切 5ヵ月 女 回腸 小指頭大 II型 腸重積 1977

小 林ら18》 7歳 男 メッケル

e室
不明 1型 イレウス 1977

木 曽ら19） 2歳4ヵ月 男 メッケル

e室
不明 不明 腸捻転 1978

溝 口ら2。， 3歳4ヵ月 男 回腸 小指頭大 HI型 腸重積 1979

小 池ら2D 40歳 男 メッケル

e室
不明 不明 腫重積 1980

川 上ら221 4ヵ月 女 回腸 小指頭大 m型 腸重積 1980

佐 藤ら23｝ 50日 男 回腸 不明 不明 腸重積 1982

並 木ら24｝ 13歳 男 回腸
2．0×2．0

~1．3cm
1型 腸重積 1983

自験例 28歳 女 回腸 3．0×4．Ocm 1型 イレウス 1983

 迷入膵に対する手術は，局所切除で十分である

とされている26）．自験例では，小腸悪性腫瘍の可能

性も考え，切除部位に含まれる動静脈主分枝を上

腸間膜動脈分枝部の腸間膜とともに扇形に切除

し，リンパ節郭清を施行した．

          おわりに

 イレウス症状を呈した回腸迷入射の1症例を経

験したので，文献的考察を加えて報告した．

 稿を終るに臨み，御校閲をいただいた恩師榊原宣教

授ならびに病理組織所見について御門導いただいた

中央検査科病理部藤林真理子講師に深謝する．
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